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2.2 種々のモデル 

これまで扱ってきた DEA で各事業体の効率と優位集合は分かりましたが、ここではその

他の機能について説明します。以下の分析実行画面を見て下さい。 

 

図 1 分析実行画面 

オプションのところで、立ち上げた最初は「優位集合」のところだけにチェックが付いてい

ます。これが、実行結果に優位集合が表示された理由です。上の画面では「仮想入出力」と

「改善案」のところにもチェックが付いています。仮想入出力は、事業体の効率がどの変数

を評価して得られたか、ということを表します。また、改善案はどのように改善すると優位

集合に含まれるような効率 1 の事業体になれるかを与える 1 つの案です。あまり現実的で

ない場合もありますが、分かり易い機能です。DEA1.txt のデータを元に、分析を実行してみ

ましょう。実行結果を以下に示します。 

  

図 2 実行結果 

仮想入出力ですが、投入と産出を分けて見ます。ここでは、投入の変数が 2 つありますの

で、見て下さい。一番上の A の店舗では、従業員数が 0.571、売り場面積が 0.429 となって

います。この数値の大きさで、評価の度合いが決まります。この場合、ほとんど同じだけれ

ど、どちらかというと従業員数の評価が高いことになります。改善案は読んでみればどうす

ればよいか分かると思います。中には、ほぼ無理でしょうという内容も含まれています。結

果をまとめておきます。 

各事業体の効率を知るには  →  D 効率値 

各事業体に似た効率的な事業体は  →  優位集合 

優位集合のうちどちらに近い  →  優位集合名のカッコ内の数字の大きい方 

各事業体の入出力でどの項目が評価されたか  →  仮想入出力で大きい値のもの 

注）効率 1 の場合、項目の評価は必ずしもそうとはいえない 
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次に、分析実行画面右側の「モデル選択」について見てみます。図 1 ではモデルの名前が

CCR となっています。これは規模の収穫一定のモデルとも呼ばれ、事業体の大きさが大き

くなっても、小さくなっても効率は同じように評価するモデルです。小さな商店と大きなス

ーパーとを同じように評価するので、不公平感のあるモデルとも考えられます。これに対し

て例えば、IRS モデルというのもあり、これは規模の収穫増加を仮定したモデルです。元々

大きなスーパーは効率が良いのだから、その分差し引いて評価するというモデルです。他に

もありますので以下のモデルの特徴を見て下さい。 

モデルの特徴 

CCRモデル 規模の収穫一定を仮定したモデル 

 （入出力が同比率で拡大すると効率は同じ） 

IRSモデル 規模の収穫増加を仮定したモデル 

 （入出力が同比率で拡大すると効率は下がる） 

DRSモデル 規模の収穫減少を仮定したモデル 

 （入出力が同比率で拡大すると効率は上がる） 

BCCモデル 規模の小さいときは IRS、大きいときは DRS 

この他にも、これに準じて CCRO, IRSO, DRSO, BCCO というモデルもあります。これらは、

出力モデルと呼ばれ、効率値の値は同じですが、他の部分が異なってきます。詳細は省略し

ます。これで問題はできると思いますので、やってみて下さい。 

 

問題３ 

samples¥DEA2.txt はあるグループの店舗についてのデータである。入力を従業員数と売場

面積、出力を売上と会員数として CCR, IRS, DRS, BCC の各モデルで各店舗の効率性を調べ、

それらの効率値を求めよ。 

店舗 A B C D E F G H 

従業員数 20 42 20 26 20 15 45 55 

売場面積 300 360 50 260 800 120 600 500 

売上 20 24 10 26 40 12 30 40 

会員数 522 734 340 433 525 350 826 913 

解答 

効率値 CCR IRS DRS BCC 

A     

B     

C     

D     

E     

F     

G     

H     
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問題４ 

Samples¥DEA3.txt は東京都各区の図書館のデータである。このデータを用いて、入力を蔵書

数（千冊）と職員数（人）、出力を登録者数（千人）と貸出冊数（千冊）として各図書館の

効率を DEA を用いて検討し、以下の問いに答えよ。 

１）CCR モデルを用いて港区、文京区の効率値とそれらの優位集合を求めよ。 

 効率値 優位集合 

港区   

文京区   

２）BCC モデルを用いて港区、文京区の効率値とそれらの優位集合を求めよ。 

 効率値 優位集合 

港区   

文京区   

３）入力と出力を同じ比率で大きくすると以下のモデルで効率はどうなるか。 

CCR 一定・上がる・下がる・どちらともいえない 

IRS 一定・上がる・下がる・どちらともいえない 

DRS 一定・上がる・下がる・どちらともいえない 

BCC 一定・上がる・下がる・どちらともいえない 

４）BCC モデルは規模が小さいとき［IRS・DRS］モデルに似て、規模が大きくなると［IRS・

DRS］モデルに似てくる。 

以後は CCR モデルを用いて質問に答えよ。 

５）文京区の入力では［蔵書数・職員数］が主に評価され、出力では［登録者数・ 

貸出冊数］が主に評価されている。 

６）文京区を効率的にする案として、まず入力を［     ］倍にする。その後、職員数

を［     ］人減らし、登録者数を［     ］千人増やす。 

以後は CCRO モデルを用いて質問に答えよ。 

７）CCR モデルと比べて効率に差があるか。［ある・ない］ 

８）文京区を効率的にする案として、まず出力を［     ］倍にする。その後、職員数

を［     ］人減らし、登録者数を［     ］千冊増やす。 
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問題３解答 

効率値 CCR IRS DRS BCC 

A 1.000 1.000 1.000 1.000 

B 0.742 0.742 1.000 1.000 

C 1.000 1.000 1.000 1.000 

D 1.000 1.000 1.000 1.000 

E 0.933 0.933 1.000 1.000 

F 1.000 1.000 1.000 1.000 

G 0.721 0.721 1.000 1.000 

H 0.813 0.813 1.000 1.000 

 

問題４解答 

１）CCR モデルを用いて港区、文京区の効率値とそれらの優位集合を求めよ。 

 効率値 優位集合 

港区 0.911 板橋, 世田谷 

文京区 0.745 世田谷 

２）BCC モデルを用いて港区、文京区の効率値とそれらの優位集合を求めよ。 

 効率値 優位集合 

港区 1.000 港 

文京区 0.885 江東, 世田谷 

３）入力と出力を同じ比率で大きくすると以下のモデルで効率はどうなるか。 

CCR 一定・上がる・下がる・どちらともいえない 

IRS  一定・上がる・下がる・どちらともいえない 

DRS 一定・上がる・下がる・どちらともいえない 

BCC 一定・上がる・下がる・どちらともいえない 

４）BCC モデルは規模が小さいとき［IRS・DRS］モデルに似て、規模が大きくなると［IRS・

DRS］モデルに似てくる。 

以後は CCR モデルを用いて質問に答えよ。 

５）文京区の入力では［蔵書数・職員数］が主に評価され、出力では［登録者数・貸出冊数］

が主に評価されている。 

６）文京区を効率的にする案として、まず入力を［ 0.745 ］倍にする。その後、職員数を

［ 13.977 ］人減らし、登録者数を［ 1.006 ］千人増やす。 

以後は CCRO モデルを用いて質問に答えよ。 

７）CCR モデルと比べて効率に差があるか。［ある・ない］ 

８）文京区を効率的にする案として、まず出力を［ 1.342 ］倍にする。その後、職員数を

［ 18.762 ］人減らし、登録者数を［ 1.351 ］千人増やす。 

 

注）CCR モデルの改善案は規模を縮小する方向で進め、CCRO モデルの改善案は規模を拡

大する方向で進めることが分かります。 

 


